20191208レムナント教会1部
   福音の価値がわかれば(ルツ記2:10-13)
人は何を一番の価値にしているのかによって、その人の人生は左右され、また、人生の方向も定まるようになるものです。ある人はお金に価値をおいて、また、知識やイデオロギーなどに価値を見る、それで人生を頑張っている人がいます。しかし、人生のすべてを捧げても惜しくない、また、すべてを奪われたとしても惜しくない、そのようなまことの価値、最高の価値はいったいどこにあり、何なのでしょうか。その価値のことが正しく分かっているとすれば、その人は最高に素晴らしい勝利の人生を歩むことに間違いありません。皆さんの人生そのものがそのような素敵な格好いい勝利の人生であることを祈りたいと思います。
ルツは今日何を食べればいいのかということで、人の畑に落ち穂を拾うために出かけました。それがはからずもボアズの畑だったのです。そこでボアズはあまり見かけない顔だったので、この女性は誰なのかと聞きました。すると、「この人はナオミの嫁であるルツですよ」と誰かが教えると、ボアズはルツの噂を聞いていたので、他の畑などに行かずに、また、他の面倒なことはせずに、ここで頑張りなさいと励ますわけです。それから、ルツに特別扱いをして、特別な待遇をするように人々に命じるお話が書いてあります。実は、ボアズがルツにこのような待遇をするということは、常識的には理解に苦しむお話なのです。ルツは今日一日の食べるものにも困っている状態、無一文のような人間です。しかも女性です。いまはまったく違いますが、当時は女性に対する理解がだいぶ違っていました。しかも異邦人なのです。今日の聖書を見ますと、ルツは自分でも「異邦人の女である私になぜこのようによくしてくれるのですか」とお話するくらいです。異邦人の女性でありながらプラス未亡人です。ですから、どこを見ても価値ある存在とは見られない、そのようには言えない人間だったのです。それなのにボアズはルツを見て、別の目線をもって特別な扱いをして大事にしていたわけです。それはボアズのお話の中にもありますように、「あなたが姑にしたこと、また、あなたの父、母や生まれた国を離れて、これまで知らなかった他人のところに来たことはすでに聞いている。それで翼の下に避けどころを求めてきた」とこういうお話をしているのです。分かりやすく申し上げますと、ボアズはルツの外見ではなくて、ルツが持っている福音を見ていたのです。ボアズ自分自身も福音がなにか分かっていた人間だったので、福音の価値によって人を見ていたので、ボアズの態度がこのようになることができたというお話が今日のルツ記のお話です。すべてを捧げて、すべてを奪われても、惜しくない、その最高の価値、それこそ神様が私たちに与えられた福音そのものです。ですから、レムナント教会の兄弟姉妹の皆さんは、このルツ記を通して契約をしっかりと握っていただきたいと思います。

神様が与えられた福音は、地上のすべての価値にまさる価値です。世の中には、価値あるものも、必要なものもたくさんあります。しかし、福音はそのすべてにまさって、救いのための唯一の道なのです。一本しかない救いの道なので、福音の価値は別格であり、勝るものです。私たちが生きるためにはお金は必要なものです。また、健康も必要なものでしょう。それを軽視してはいけません。また、教育をすること、それもとてもとても大事なことです。人が怠けることなく、何ごとにも努力していくということも必要なものなのです。そして、この国を維持して、国を引っ張っていくためには、政治や政治家も求められます。困っている人を助けるためには福祉制度も必要なものになります。そして、人間は機械ではないので、芸術、美術や音楽や文化的ないろいろな要素もなくてはいけないものに間違いありません。しかし、このように維持するためには、生きていくためには必要なものに間違いありませんが、それが私たちに何より大切な救いを得させることにはまったく関係ありません。私たちにいのちの救いを与えられるものは、神様から与えられた福音以外にはありません。福音はそういう意味で唯一の価値なのです。そして、世の中には良いお話、良い教え、良いものなどがたくさんあります。それを否定するつもりはまったくありません。偉人、有名な人の教訓、励ましの言葉、励みの言葉、慰めのフレーズなどあります。必要でしょう。また、ときには愛のムチと思われるお叱りなども必要なものであり良いものです。自分の経験に基づいて人を助けようとしている経験話、また、人に感動を与えることができる感動的なお話、あかしなどもたくさんあります。それを否定するつもりはありません。しかし、そういった良いお話、良い理論などが人間に救いをもたらすことではありません。それにはまったくできないものなのです。なぜかと言いますと、人は絶対解決不可能な問題を抱えているからなのです。また、生活のため、この社会を維持していくために必要なもの、立派なお話などは、人間がいのちの基であられる神様と出会い、神様と一緒になること、それには無理なのです。そういうことはできないわけです。
なぜかと言いますと、人は皆、罪を抱えて生きているものなので、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、この罪の問題を解決することはできないのです。その結果、神様に会うことができないまま、罪を抱えているまま、サタンに捕らわれて生きていくしかありません。必要なもの、立派なお話が、サタンに打ち勝つことはできないわけです。絶対不可能なのです。良いものを悪いと言うつもりはありません。必要なものを軽視するつもりはありません。けれども、そういったものは絶対神様に会わせることはできないし、罪の問題を解決することもできないし、サタンに打ち勝つことはできないのです。ですから、必要なものが手に入って、立派なお話によって人生を生きていくとしても地獄の勢力、地獄の運命に捕らわれてそこから一歩も出られないのです。滅びの運命に捕らわれているままなので、結局、自分なりに人生を頑張って、そして、何かを求めて必死に生きてきたつもりなのですが、穴だらけの人生になり、疲れて重荷を負って人生を生きるしかないし、そのように終わるようになるしかないわけです。福音というものは、単に必要なもの、立派なお話ではありません。そういったものでは、絶対解決不可能な根本的な人の問題を解決することができるもの、それを福音というわけです。人間にはそれが不可能なので、創造主の神様ご自身が約束通り、キリストを通してこの不可能な問題を解決することにされました。そして、そのキリストが世に来られました。それをクリスマスと言います。十字架にかけられて、死の力を打ち破ってよみがえられることによって、そのすべての不可能な問題を解決されました。

改めて申し上げます。肉のために、維持のために必要なもの、立派なお話などでは絶対解決不可能な霊的な、根本的な罪の問題をすべて解決されました。十字架の上ですべてを完了したとおっしゃったわけです。そういう意味で福音は他の価値と比べることができない、唯一の価値なのです。この福音の価値が分かっているものは変わります。それでイエス様ご自身もおっしゃったように、「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」。ペテロも言いました。「世界中でこの御名のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのような名も、 人間に与えられていないからです」。福音がなぜ地上のすべての価値に勝る価値なのでしょうか。唯一の価値だからです。と同時に同じ話になりますが、福音は絶対的な価値なのです。唯一なので絶対的なのです。誰にも、誰にでもこの福音が必要とされます。福音が必要な人間、また、必要でない人間がいるわけではありません。絶対的なのです。そして、この福音に対しては理由がありません。どのような理由も通じないのです。この福音がなければいけません。この福音はあってもなくても構わない、受けても受けなくてもというような中途半端な内容ではありません。絶対的な価値なのです。ですから、この福音は他のなにかの価値と比べることはできないし、どういう価値の前でもこの福音は譲ることができません。それが理論であれ物であれ人であれ、どんなものでも譲ることはできません。また、計算などもいらないものだし通じません。福音は絶対的な価値なのです。それを聖書はいろいろな場面で私たちに教えているのです。

ルカ14：26-27、イエス様についていくためには、あなたは自分の親を捨てて、家族を捨てて、そして、自分の命も惜しまずに、自分の十字架を背負ってついてきなさいと言われるわけです。これは家庭を蔑ろにしたりする意味ではありません。福音の価値、それが絶対的な価値だという意味です。マタイ4：18-22、イエス様が魚を捕っていた漁師を召されました。わたしについて来なさい。わたしがあなたがたを人間をとる漁師にしてあげよう。そのときに網をすべて捨てて、そして、家族、自分の故郷をおいてイエス様に従って行きました。福音は絶対的な価値なのです。それにああだ、こうだと理屈や文句を言うような余地がまったくありません。福音は絶対的な価値なのです。唯一の道なのです。ルカ18：22を見ますと、金持ちの青年がイエス様を訪ねてきたときに、イエス様が最後におっしゃいました。「あなたの財産を売って、貧しい人に施して、それからわたしについて来なさい」。もちろん心配しながら戻って行ったとなりますが、財産を売るから、それが信仰なのでしょうか。イエス様についていくこと、福音の絶対的な価値をそこで現していらっしゃるわけです。福音はこのような価値なのです。何ものと比べるのでしょうか。なにによって影響を受けるのでしょうか。なにによってこの福音が隠れてしまうのでしょうか。そういったものは存在しません。ダニエル3：17-18を見ていても、ダニエルの3人の友達が偶像崇拝を拒むことによって炎の中に入れられることになります。そのときに彼らが告白した内容です。ここに入ったとしても神様が私たちのことを守ってくださるでしょう。そうでなくても私たちは偶像に拝むことはできません。絶対的な価値を意味するわけです。これが神様が私たちに与えられたイエス・キリスト、絶対的な福音の価値そのものです。そういうことで福音は地上のすべてに勝る最高の価値なのです。福音のこのような価値が分かったときに、人生そのものが変わるようになるでしょう。パウロは、使徒26：29を見ますと、王様の前で罪囚として尋問される場面でした。そこで王様が、「あなたの小さい言葉で伝道しようとしているのか」と怒ったときに、パウロが真顔で「王様。私が鎖に繋がれていること以外は、王様をはじめ、ここにいるすべての人が私のようになってほしい」と言います。王様の冠と私がいただいているこの福音の価値とは比べ物にならないものなのですという意味ではないでしょうか。王様の冠、世の中のどのような名誉、どのような役職と福音の価値とを比べることができるのでしょうか。最高の価値なのです。Ⅰコリント2：2、パウロは言います。「わたしはこれからイエス様の十字架以外には何も言わないことに決心した」。それは当時哲学が流行っていて、皆が哲学の知識を競うような文化、雰囲気の中で言っていたことなのです。哲学と福音の価値が比べ物になれるものなのでしょうか。哲学は幼稚な学問なのだよ。世の中のすべての哲学、知識の中で最高峰だと言われている哲学が幼稚な学問と言えるようになるその価値が福音の価値なのです。最高の価値です。なにに私たちが惑わされ、なにに左右され、なにに振り回されることがありうるでしょうか。パウロがⅡコリント4：7において、四方八方から苦しめられても窮することはありませんと告白します。実際に苦しめられていました。しかし、私の内側に宝のキリストがいらっしゃるから。私は土の器のようなものなのですが、つまり、どのような苦難がやってきても、その苦難とかえることができないほど宝物であるものが福音そのものです。最高の価値です。それでパウロはこのように締めくくっています。ピリピ3：8、私がこれまで誇りに思っていて、世の中で価値あると思っていたすべてを、このキリストの福音と比べたときにちりあくたと言うしかないものなのだよと。
改めて申し上げますが、これは軽視するという話とは違います。価値の話です。これが福音の価値なのです。ボアズはこの福音の価値がいまのようには明らかにはなっていなかったでしょうけれども、当時、他の人がまったく分かっていないときに、それに気づいていた人間なのです。神様は福音の価値に目覚める人を用いられて、神様ご自身の契約をまっとうされるお方です。ボアズのようにこの福音の価値が正しく分かれば、この福音の価値を知っているものは変わります。どのように変わるかと言いますと、いままで捕らわれていたすべてから自由になります。最高の価値が分かったので。いままでそれが価値あると思っていてしがみついていたすべてから自由になります。なにものにも縛られることなく、また、未練などを持つことはありません。もちろん軽視するという意味ではありません。それは根本的にそういったものによって左右される人生はもう終わりなのです。それをわかりやすく覚えてもらうために、特に青少年に私が言っていた言葉が「どうでもいいですよ」という言葉なのです。誤解はしないように。軽視するという意味ではありません。自由なのです。いままで捕らわれていたもの、いままで神経を使っていたもの、デリケートになっていたすべてから自由になります。最高の価値に目覚めたので、それがちりあくたという意味なのです。引っかかるものは何一つありません。そして、すべてから自由になるだけではなくて、福音の価値に目覚めたので、自分の存在の価値、自分のこれからの人生の価値に目覚めるようになります。自分の存在の勝ちがどれほどすごいものなのか。だからこそ自分のこれからの人生がどれほど意味あるもので、価値ある人生なのか、それに目覚めるようになるわけです。ですから、この福音をいただいているクリスチャンの場合、自分自身に対して自虐的で否定的な言葉が浮かぶときには、100％サタンのしわざだと思えば正解です。福音はそういったでたらめなものではありません。最高の価値なので、その福音を与えられている自分が最高に価値ある祝福の存在であることに目覚めるようになり、それを邪魔して、それをぼやかそうとしているものに対しては真っ向から逮捕してそれを退けるようになるわけです。それは悪魔のしわざなので。
その結果、福音の価値が分かっているものは、これから人生を生きる理由が変わります。いままでいろいろな理由で人生を生きてきて、何かの目標に向かって、なにかに価値をおいて人生を歩いてきました。これからもそういうつもりだったでしょうけれども、福音の価値に目覚めたことによって、理由は一つしかありません。福音のために。そして、この福音が述べ伝えられることのために、私の人生はあります。残りの人生は、そのために許されているものなのです。だからこそ、勝利の人生であり、輝く人生であり、だからこそ人生すべてが答えになる人生を歩むようになります。福音の価値に目覚めた時、こうなります。と言いますのは、クリスチャンのいろいろな葛藤や様々なトラブルなどは結局、福音の価値に目覚めていないからではないのか。あるいは福音の価値は分かっていたのに、何かのことによって騙されて、それが見えなくなっている結果ではないかと推測できるはずです。
信徒の皆さん、これからすべての問題、すべての課題の前で、私たちが一番真っ先に問いかけるべきことがなんなのかと言いますと、福音の価値が、福音そのものが私にとってどのような価値なのかということを吟味して、問いかけないといけません。そして、いろいろな問題、課題の前で、それをどうするかと考える前に、この福音の価値を深く深く黙想することが正解です。どこまで黙想すれば良いのでしょうか。その価値を。このような答えが得られまでです。たとえば、レムナントはタラントが何なのか、自分は将来何をすべきなのか。もちろん大切です。しかし、その前に福音の中から、その福音の価値において、自分自身の価値を発見することを優先にして祈らないといけません。どこまでその価値を発見していけばいいのかと言いますと、「なるほど、これから私は伝道のために生きるものなのだね。最高の人生の理由が私にあるのだね」と、タラントがどうのこうの以前に福音宣教のためにという結論が出るまで、福音の価値に深くのめり込んでいかないといけません。そうするとその結論の上で、タラントがなんであって、これから何をどうすべきなのかということが見えてきて成り立っていくようになるということを経験していかないといけません。焦らずに、慌てずに。
そして、大人の方々も同じでしょう。今現在、自分自身は何に捕らわれて、何に縛られているのか。別の言葉で申し上げると、何をそんなにこだわっているのかということ問いかけ、吟味してチェックしないといけません。そして、自分はいまなんのために生きているのかということを問いかけて吟味する必要があるでしょう。そして、福音の価値を黙想して、自分自身がそういったものに捕らわれる理由のない、最高に価値存在ということを発見して、それを心から認めることが必要なのです。それを祈りというわけです。それが実はマタイ6：33の意味なのです。まず、神の国とその義とを求めなさい。そうすれば、それらのすべては加えて与えられる。何を食べるか飲むか着るかなどを気にせずに。それがそういう意味なのです。そういうことを気にする、軽視するという意味ではありません。それをテーマにするほど、あなたがたはちっぽけな存在ではありません。あなたがたに与えられている福音がそういったものではないのだよということです。改めて福音の価値に目覚めなさい。福音は唯一、絶対的な価値であるので、地上の最高の価値なのです。その福音が恵みによって罪人であった私たちに与えられて永遠に私たちのものになりました。その中に自分があり、その中に新しい人生があるということをぜひ発見して喜んで、残りの生涯を希望とともに歩んでいきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。異邦人の女性であり未亡人だった無一文のルツを見て特別扱いをすることができるボアズの福音の価値に目覚めていたことについて教えられました。どうか兄弟姉妹ひとりひとりが神様から与えられたイエス・キリストのいのちの福音の価値に目覚めるようにして、それを最優先課題にすることができ、そこからすべてを改めることができるように、ひとりひとりを祝福してください。それで残りの生涯、何を食べるか飲むか、よその人間と同じ価値を求めて生きるものではなく、福音宣教という最高の価値、輝く人生を感謝とともに歩けるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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